






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































象には、 児童・担任・保護者、 対応には、 緊急避
難的な対応・発達支援（教育的援助）・学級復帰
のための登校支援があった。また、 養護活動を行
う上で以下の４点の手がかりを得た。
１． 発達障害の発見に寄与するスクリーニング機
能が内包されている活動である。
２．発達障害の特性に対応した医療的、福祉的及
び教育的援助といった発達支援と学級復帰へ
と向かわせる心理的対応を並行して行う必要
がある活動である。
３．校内の支援態勢を整備する中で、発達障害の
ある児童の早期からの総合的支援システムの
構築にも関与できる活動である。
４． 困難感の高い児童に対して早期に介入し、有
効な活動とするためには、 実践のエビデンス
－１１４ －
１１）発達障害者支援法第２条第３項
１２）塩川宏郷：不登校と軽度発達障害－アスペルガー障
　
害を中心に－－， 現代のエスプリ，４７４，２０５－２１１，２００７
１３）杉山登志郎：ひきこもりと高機能自閉症，こころの科
学，１２３，３６‐４３，２００５
１４）独立行政法人国立特別支援教育総合研究所：発達障
害のある子どもの早期からの総合的支援システムに関
する研究，２００８
１５）国立特別支援教育総合研究所発達障害教育情報セン
ター ｈｔｔｐ：／／ｉｃｅｄｄ．ｎｉｓｅ．ｇｏ．ｉｐ／？ｐａｇｅ－ｉｄ＝１６
１６）文部科学省：教職員のための 子どもの健康観察の方
法と問題への対応， 少年写真新聞社，２００９
１７） 岡山県教育委員会特別支援教室ＨＰ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｐｒｅｆ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ／ｓｏｓｈｉｋｉ／ｋａｋｕｋａ．ｈｔｍｌ？ｓｅｃｓｅｃｌ＝１４７
１８）文部科学省 特別支援教育の在り方に関する調査研
究協力者会議：今後の特別支援教育の在り方について
（最終報告），２００３
１９） 文部科学省 初等中等教育局特別支援教育課：小・
中学校におけるＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥
／多動性障害）， 高機能自閉症の児童生徒への教育支
援体制の整備のためのガイドライン（試案），２００４
２０）文部科学省，中央教育審議会：特別支援教育を推進す
るための制度の在り方について（答申），２００５
－１１５ －
